
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一
三
三
輯
（
二

O
一
四
．
九
．
三

O
）
抜
刷

玄
臆
撰
『
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
に
お
け
る

本
文
と
目
録
と
の
経
名
不
一
致
に
つ
い
て

佐
々
木

勇



五。

玄
臆
撰

切
経
音
義
』
巻
第
五
に
お
け
る

本
文
と
目
録
と
の
経
名
不
一
致
に
つ
い
て

E司

0
．
『
玄
藤
一
切
経
音
義
』
に
つ
い
て

玄
慮
撰
『
一
切
経
音
義
』
は
、

玄
英
三
蔵
（
六

O
二
｜
六
六
四
年
）

の
も

と
で
訳
経
に
あ
た
っ
た
玄
臆
が
七
世
紀
中
頃
に
作
成
し
た
諸
経
の
音
義
で
あ

る
。
道
宣
（
五
六
九
！
六
六
七
年
）

の
序
文
中
お
よ
び
道
宣
『
大
唐
内
典
録
』

（
麟
徳
元
年
〈
六
六
四
〉
）

あ
ろ
う
。
し
か
し
、

に
見
ら
れ
る

が
正
式
名
で

「
大
唐
衆
経
音
義
」

唐
智
昇
『
開
元
稗
教
録
』
、

八
世
紀
・
九
世
紀
の
敦
煙

・
吐
魯
番
写
本
や
奈
良
時
代
の
「
正
倉
院
文
書
」
に
す
で
に
ご
切
経
音
義
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、

宋
版
・
高
麗
版
・
日
本
古
写
経
の
内
題
等
で
も

二

切

経
音
義
」

現
在
ま
で

「
玄
臆
一
切
経
音
義
」
「
玄
膝

と
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
初
唐
の
一
切
経
五
百
五
拾
余
部
に
つ
い
て
、

各
経
ご
と
に
所
出
順
に
字
句
を
抽
出
し
て
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
音
注
、
義
注

及
び
字
体
注
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
」

音
義
」

と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。

玄
臆
撰
『
一
切
経
立
日
義
』
は
、
選
録
後
た
だ
ち
に
広
ま
っ
た
ら
し
く
、
敦

埠
・
吐
魯
番
の
八
世
紀
・
九
世
紀
書
写
本
が
、
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ

ン
ス
・
ド
イ
ツ
な
ど
各
地
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
も
、
「
正
倉
院
文
書
」
に
天
平
や
天
平
勝
宝
の
書
写
記
録

が
見
ら
れ
、
聖
語
蔵
に
天
平
書
写
の
巻
第
六
（
首
尾
欠
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

佐

々

木

勇

ま
と
ま
っ
た
古
写
本
と
し
て

書
陵
部
蔵
大
治
書
写
法
隆
寺
旧
蔵
本

広
島

ま
た
、

同
興
聖

一
切
経
の
一
部
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
が
現
存
す
る
。

宋
版
・
高
麗
版
・
金
版
に
も
収
載
さ
れ
、
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

大
学
等
蔵
承
安
・
安
元
書
写
石
山
寺
本
、

平
安
時
代
写
七
寺
蔵
本
、

寺
蔵
本
な
ど
、

『
玄
藤
一
切
経
音
義
』

の
二
系
統

ー
山
田
孝
雄
の
指
摘
｜

山
田
孝
雄
二
切
経
音
義
刊
行
の
顛
末
」
（
大
正
十
一
年
五
月
一
一
十
五
日
）

（
『
一
切
経
音
義

二
十
五
巻
』
〈
一
九
三
一
二
年
、

西
東
書
房
〉
）

は
、
日
本
古

写
本
大
治
本
が
、

宋
版
系
と
は
異
な
り
、
高
麗
版
系
で
あ
る
こ
と
を
早
く
に

指
摘
し
た
。今
こ
の
本
を
以
て
現
存
の
他
の
本
に
比
較
す
る
に
明
蔵
本
最
も
異
に

し
て
高
麗
蔵
本
最
も
近
し
と
す
。

而
し
て
そ
れ
ら
の
諸
本
の
系
統
を
見

る
に
宋
版
、
元
版
、

明
版
は
一
系
統
に
属
し
て

こ
の
大
治
本
と
高
麗

本
と
は
別
に
一
系
統
た
り
。

そ
し
て
、
巻
第
一
に
つ
い
て
諸
本
対
照
結
果
を
示
し
、
高
麗
版
本
よ
り
も
、

大
治
本
に
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』

の
古
い
本
文
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ

た。

」
れ
を
見
た
る
の
み
に
て
も
大
治
本
と
慧
琳
本
所
載
の
も
の
と
麗
蔵
の



本
と
が
近
き
関
係
を
保
て
る
を
知
る
に
足
る
べ
し
。
こ
れ
を
以
て
推
す

に
玄
臆
の
面
白
は
宋
元
系
統
の
本
よ
り
も

」
の
系
統
の
本
に
多
く
伝

こ
れ
ら
の
う
ち
に
在
り
て
も
麗
蔵
本
よ
り
は
大
治
本
に
多
く

存
す
と
い
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
果
し
て
然
ら
ば
こ
の
本
は
こ
れ
玄
癒
の

へ
ら
れ
、

真
面
目
を
徴
す
る
に
極
め
て
重
要
な
り
と
い
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

右
は
、
『
玄
慮
一
切
経
音
義
』
研
究
初
期
に
お
け
る
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

右
論
文
中
で
山
田
は
、
宋
版
系
と
高
麗
版
系
と
の
第
一
の
相
違
点
と
し
て
、

宋
版
（
書
陵
部
蔵
開
元
寺
版
）
巻
第
五
の
目
録
お
よ
び
本
文
に
存
す
る
大
き

な
欠
落
を
挙
げ
て
い
る
。

今
大
治
本
に
は
巻
第
五
を
欠
く
と
い
へ
ど
も
、
幸
に
し
て
第
一
帖
の
目

録
を
具
す
。

そ
の
目
録
を
以
て
本
書
（
佐
々
木
注
・
・
高
麗
版
）

に
照
す

に
本
文
の
存
す
る
限
り
に
於
い
て
は
ま
さ
し
く
一
致
せ
り
。

而
し
て
そ

の
巻
第
五
の
目
録
に
あ
る
超
日
月
三
昧
経
以
下
温
室
洗
浴
衆
僧
終
に
至

る
ま
で
四
十
一
経
の
日
は
宋
元
明
の
諸
本
に
な
く
し
て
本
文
亦
こ
れ
な

し
。
然
る
に
高
麗
本
に
て
は
目
録
本
書
の
如
く
に
し
て
内
容
も
亦
正
し

く
載
せ
た
り
。

「
超
日
月
三
昧
経
」

1
「
温
室
洗
浴
衆
僧
経
」
ま
で
の

目
録
お
よ
び
本
文
が
、
宋
元
明
の
諸
版
に
無
く
、
高
麗
版
に
は
存
す
る
こ
と

「
四
十
一
経
」

を
も
っ
て
、

大
治
本
と
高
麗
版
と
が
同
系
で
あ
る
こ
と
の
最
大
の
根
拠
と
し

て
い
る
。－r
－J
 

中
ド
’
中

I
’
7
1』

山
田
が
目
に
し
た
大
治
本
と
聖
語
蔵
本
に
巻
第
五
本
文
が
欠
け

日
本
古
写
本
に
お
け
る
巻
第
五
本
文
が
高
麗
版
と
同
じ
な
の

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
山
田
が
参
照
し
た
宋
版
は
、
書
陵
部

て
い
た
た
め
、

蔵
の
開
元
寺
版
の
み
で
あ
っ
た
。

よ
っ
て
、

他
の
日
本
古
写
本
お
よ
び
宋
版
東
禅
寺
版
・
思
渓
版
の
本
文
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
下
、
『
玄
懸
一
切
経
音
義
』
諸
本
巻
第
五
に
お
け
る
本
文
お
よ
び
目
録

そ
の
経
名
か
ら
諸
本
を
分
類
す
る
。

の
経
名
を
調
査
し
、

一
一
、
『
玄
謄
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
に
お
け
る
本
文
の
経
名

1
．
高
麗
版
・
金
版
お
よ
び
日
本
古
写
本
に
お
け
る
本
文
の
経
名

A
．
高
麗
版
・
金
版
『
玄
慮
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
に
お
け
る
本
文
の

経
名

ま
ず
、
山
田
が
大
治
本
目
録
と
比
較
し
た
高
麗
再
雌
版
の
音
義
本
文
か
ら
、

経
名
を
左
に
抜
き
出
す
。

連
番
を
付
し
て
、

1
海
龍
王
経

2
央
掘
魔
羅
経

3
観
察
諸
法
行
経

4
七
悌
神
呪
経

5
菩
薩
本
行
経

6
稽
揚
諸
悌
功
徳
経

の

7
力
荘
巌
三
昧
経

8
須
真
天
子
経

9
般
舟
三
昧
一
経

ω等
目
菩
薩
所
間
経

日
超
日
明
三
昧
一
経

ロ
月
上
女
経

日
中
陰
経

凶
須
禰
戴
経

日
悌
華
巌
入
知
来
不
思
議
境
界
経

五



五

M
m
諸
悌
要
集
一
経

制
如
来
方
便
善
巧
呪
経

必
勝
重
経

必
須
摩
提
経

併
発
女
首
意
経

打
文
殊
師
利
悌
土
巌
浮
経

同
濡
首
菩
薩
無
上
清
浄
分
衛
経

m
w
大
乗
向
性
経

初
阿
関
悌
園
経

川
町
月
明
菩
薩
経

“
滅
十
方
冥
経

引
蓮
華
面
経

辺
迦
葉
経

初
出
生
菩
提
心
経

特
普
門
品
経

mw
心
明
経

卸
不
思
議
光
菩
薩
所
説
経

引
文
殊
師
利
問
菩
薩
署
経

匁
徳
光
太
子
経

幻
施
燈
功
徳
経

M
菩
薩
詞
色
欲
経

お
孔
雀
王
神
呪
経

M
設
費
浮
心
経

お
無
上
依
経

お
移
識
経

幻
未
曾
有
経

お
不
思
議
功
徳
経

怨
大
吉
義
呪
経

却
菩
薩
夢
経

日
人
本
欲
生
経

%
不
必
定
入
印
綬

灯
魔
逆
綬

見
梼
諸
方
等
皐
経

mn
菩
薩
行
五
十
縁
身
経

ω嘱
勅
菩
薩
所
問
本
願
経

引
文
殊
閉
経

刀
密
遊
金
剛
力
士
経

竹
刀
東
方
最
勝
燈
王
如
来
経

M
成
具
光
明
定
意
経

お
太
子
須
大
肇
綬

M
太
子
墓
腺
経

幻
須
頼
経

見
金
色
王
経

汚
濁
謹
自
誓
三
昧
経

伺
摩
詞
摩
耶
経

引
堅
固
女
経

日
出
演
道
俗
綬

の
賓
網
経

併
百
悌
名
経

の
観
無
量
害
経



“
不
空
自
絹
索
経

m
山
観
薬
王
築
上
一
一
菩
薩
経

ω
∞
請
観
音
経

ω十
一
面
観
世
音
経

初
観
世
音
菩
薩
授
記
経

η
鹿
母
経

η
鹿
子
経

乃
除
恐
災
横
経

河
温
室
洗
浴
衆
僧
経

万
四
不
可
得
経

%
諸
徳
福
田
経

行
虚
空
臓
菩
薩
所
問
持
幾
福
経

冗
菩
薩
投
身
餓
虎
起
塔
因
縁
経

河
頻
毘
裟
羅
詣
悌
供
養
経

初
薩
羅
園
経

別
天
王
太
子
畔
羅
経

位
阿
弥
陀
鼓
音
聾
陀
羅
尼
経

お
八
陽
神
呪
経

斜
幻
士
仁
賢
経

お
後
出
阿
弥
陀
偶

高
麗
初
離
版
・
金
版
も
、
右
と
全
く
等
し
い
。

北
宋
開
賓
蔵
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』

の
本
文
経
名
、
が
、

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
下

こ
れ
ら
の
底
本
で
あ
っ
た

こ
れ
と
同
じ
で
あ
っ

こ
の
高
麗
版
本
文
の
経
名
順
と
経
名
と
を
基
準
と
し
て
、

考
察
を
加
え
る
こ
と

本
文
経
名
お
よ
び
目
録
経
名
順
と
経
名
と
を
記
載
し

諸
本
の

と
す
る
。B 

日
本
古
写
本
『
玄
藤
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
に
お
け
る
本
文
の
経

名

右
の
高
麗
版
に
近
く
、
高
麗
版
よ
り
も
『
玄
藤
一
切
経
音
義
』
原
本
の
姿

を
留
め
る
と
さ
れ
る
、

日
本
古
写
本
の

『
玄
藤
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
本
文

の
経
名
を
見
る
。

日
本
古
写
本
の
う
ち
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
蔵
中
尊
寺
一
切
経
（

七

一
二
六
年
頃
写
）
中
の

『
玄
藤
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
の
本
文
の
経
名

は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。
高
麗
版
本
文
経
名
と
同
一
の
も
の
は
経
名
番
号

の
み
挙
げ
、
高
麗
版
と
字
句
の
異
同
が
あ
る
場
合
は

i
、
字
句
の
増
減
が
あ

る
場
合
は
｜
の
傍
線
を
引
く

（
以
下
、

同
じ
）
。

①
［
中
尊
寺
本
］

1
・
2
・
3
・
4
・
5
・
6
・
7
・
8
・
9
・

m
－
日
・
ロ
・
臼
・
凶
・
日

．
凶
・
げ
－

m
－

w
・
却
・
幻
－

n
・
お
孔
雀

l
神
呪
経
・
M
・
お
－
M
・

7

8

9

0

1

2

・
3
・
4
・
5

6

7

8

9

0

藍
4

可

2
．
2
．
2
．
3
．
3

3

3

3

3

．
3
．
3
．
3
．
3
．
4
・
惇
呈
ロ

．，‘．，‘ 
寧
日
夜
工

1

2

3

凶

5

6

7

8

9

・
0

・
1

2

3

尿

用

意

a
．
4
．
4
．
4
・
牛
・

4
．
4
．
4
．
4
．
4

5

5

．
5
．
5

A
『

F

コ

バ

リ

巧

1

0

0

0

J

A

U

1

A

ウ＆

2

J

A

『

戸

、

J

K

U

『
／

ζ
J

ペd

・声、
d

．，、
u

．
4
J

．
P

、】．
ζ
u

．
κ
u

．
ζ
u

．
ζ
u

．
ζ
u

．
κ
υ

．
ζ

り．
ζ

リ・

0

0

0

J

n

v

1

i

ぅ，
M

1

d

A

『

，

コ

五

U

勺
F

O

O

Q

ノ
ハ
V

唱

i

p

，

6
．
6
．
7
．
7
．
7
．
7
．
7
．
7
．
7
．
7
．
7
．
7
．
8
．
8
・

ι

．今
3

．A
『
’
戸
、
d

．0
0

．0
0

．
0
0
 

中
尊
寺
本
の
経
名
順
は
高
麗
版
・
金
版
と
全
同
で
、

経
名
も
一
致
す
る
。

経
名
の
異
同
は
、
略
称
・
異
体
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

同
じ
く
七
寺
本
（
安
元
三
年
〈
一

一
七
七
〉
頃
書
写
）
巻
第
五
の
本
文
経

名
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

②
［
七
寺
本
］

五
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・
2
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4
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5
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6
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諸
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功
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綬
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9
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ω
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日
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日
・

M
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日
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凶
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梯
爵
集
経
・
げ
・
同
－

mw
・
加
・
幻
・

2
・
お
－

M
・
お
－

M
・
幻
－

m
・
汐
－

m
・
引
・
刀
剣
町
述
金
剛
力
士
経
・
竹
刀
・

M
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薩
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mA
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－

M
・
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・
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灯
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見
－

m刀

・

ω
・
引
・
臼
・

ω
・
併
・
以
w

・
μ
w

－
U
観
薬
王
｜
上
二
菩
薩
経
・

ωω

・
mw

・
河
・

η
・
刀
・
乃
・
九
・
万
・
%
・
竹
川
虚
空
戴
菩
薩
所
問
｜
幾
福
経
・
刊
川
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．
0
0

．
0
0

．
0
0

．
0
0

．
nx
り．

0
0

こ
の
七
寺
本
も
、
高
麗
版
・
金
版
と
同
内
容
で
あ
る
。
中
尊
寺
本
と
比
べ
、

誤
脱
・
誤
写
が
や
や
多
い
か
と
思
わ
れ
る
。

広
島
大
学
蔵
石
山
寺
本
安
元
（
一

一
七
五
1
）
頃
写
本
お
よ
び
西
方
寺
本
（
鎌

倉
中
期
写
本
）
巻
第
五
本
文
の
経
名
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

③
［
石
山
寺
本
］

1

・
2
・
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・
4
・
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・
6
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・
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．
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利
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お
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｜
神

兄
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竹
山
・
犯
・
労
・
判
摩
詞
摩
琳
経
・
制
・
位
・
円
相
・

M
h

・

4ベ
対
叶
｜
・
伺
・
初

出
生
菩
提
｜
経
・
特
・
特
・
叩
・
日
文
殊
師
利
問
菩
薩
署
｜
－

mA

幻
－

M

’
F
3

．
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加
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④
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西
方
寺
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（
巻
首
欠
）

叶
汁
司
ベ
対
叶
｜
・

4
ベ
倒
制
対
叶
l
・
5
・
6
・
7
・
8
・
9
・

ω
・
日
・
ロ
・

日
・
凶
・
日
・
ば
山
・
口
・
同
・

mw
－

m
・
れ
・

n
・
幻
孔
雀
｜
神
呪
経
・

M

5

6

7

8

9
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五
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仙
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判
摩
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摩
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・
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4ベ
対
寸
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伺
・
円
引
・
特
・
川
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．
n
u

－－
1

．今
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，
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’
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．
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．
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A
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．
ζ
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．
F
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．
F
3

．
m
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．
F
3

．
m
3

．
F
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．
F
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．バ
U

．バ
U

．
ζ
り
．
バ
U

．

併
・
氏
山
・

μω

・
仰
・

ω
∞・

ω
・
河
・

η
・

η
・
吋
ベ
対
叶
｜
・
冗
・
行
・
%
・

竹
川
・
河
－

m庁・

mω

一
司
磁
園
経
・

mω

・
別
－

mu

・
幻
・
斜
－

m

石
山
寺
本
と
西
方
寺
本
と
は
、
共
に
付
月
明
菩
薩
一
維
と

η
除
恐
災
横
経
の

∞
仰
を
部
磁
園
経
と
し
て
い
て
、
両
者
近
い
関
係
で
あ
『
年

本
文
を
持
た
ず
、

以
上
、
二
経
の
有
無
と
経
名
の
小
異
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
異
同
は
、

異
体
字
・
省
略
あ
る
い
は
誤
脱
・
誤
写
の
範
囲
内
で
あ
る
、

と
見
ら
れ
る
。

よ
っ
て

中
尊
寺
本
・
七
寺
本
は
高
麗
版
・
金
版
と
同
じ
、

石
山
寺
本
・

西
方
寺
本
も
高
麗
版
・
金
版
と
同
系
と
い
え
る
。

こ
の
占
小
、

山
田
孝
雄
が
大

治
本
の
巻
頭
目
録
を
根
拠
に

日
本
古
写
本
大
治
本
と
高
一
麗
版
と
が
近
い
、

と
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

2 

宋
版
『
玄
藤
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
に
お
け
る
本
文
の
経
名

A 

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
巻
第
五

に
お
け
る
本
文
の
経
名

右
の
高
麗
版
お
よ
び
日
本
古
写
本
に
対
し
て
、

宋
版
東
禅
寺
版
・
開
元
寺

版
・
思
渓
版
の
音
義
本
文
経
名
は
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

［
東
禅
寺
版
］
［
開
元
寺
版
］
｛
思
渓
版
］
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こ
の
三
本
の
音
義
本
文
経
名
は
、

全
同
で
あ
る
。

山
田
が
指
摘
し
た
開
元



寺
版
ば
か
り
で
な
く
、

東
禅
寺
版
・
思
渓
版
に
も
、

大
幅
な
本
文
の
欠
落
が

存
す
る
。

当
該
本
の
何
紙
か
が
落
丁
・
散
逸
し
た
も
の
で
は
な

い
。
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
と
も
、
一
紙
版
面
の
途
中
か
ら

ω等

日
菩
薩
所
閉
経
に
続
い
て
刀
密
迩
金
剛
力
士
一
維
の
被
注
字
・
注
文
が
記
さ
れ
、

お
東
方
最
勝
燈
王
如
来
経
以
下
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
版
心
刻
紙
数
も
連
続
し

て
い
る
。

こ
の
本
文
欠
落
は
、

そ
の
欠
落
部
分
前
後
の
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
本
文
は
、

次
の
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
箇
所
は
、
改
行
位
置
（
／
）

ω等
日
菩
薩
所
間
経
上
巻

を
含
め
、

両
版
同
一
本
文
で
あ
る
。

関
徹

（
古
文
関
丙
二
形
今
作
柄
同
碧
皿
反
／
康
雅
明
也
通
也
三
蒼
云

陶
現

著
明
也
〉

〈
徒
高
反
詩
云
上
／
帝
其
陶
陶
獲
也
〉

ロ
錯
教

〈
蒲
没
反
敦
然
忽
然
／
也
亦
乱
也
逆
也
〉

〈
上
呼
運
反
教
導
也
／
下
虚
股
反
訴
柴
也
〉

百II
訴

竹
刀
東
方
最
勝
燈
王
知
来
経

，，、差

泥

’伎
羅

（
巨
支
上
支
二
反
〉

（
以
下
略
）

宋
版
思
渓
版
は
以
下
の
と
お
り
、
叩
等
目
菩
薩
所
間
経
上
巻
の
続
き
を
記

同
下
巻
音
義
本
文
も
掲
載
す
る
。

載
し
、ω等
日
菩
薩
所
閉
経
上
巻

関
徹

〈
古
文
関
丙
二
形
今
作
柄
同
碧
皿
反
虞
／
雅
且
内
明
也
徹
通
也
三

蒼
云
著
明
也
〉

陶
現

〈
徒
高
反
詩
云
上
／
帝
其
陶
陶
愛
也
〉

去
蔵
督
住

車専
震

軽而
f~~ 植え

ω下
巻
煩
短
青
紅

刀
錯
教

司｜｜

訴

〈
才
浪
反
積
蓄
也
如
庫
蔵
／
也
経
文
作
爵
非
龍
也
〉

〈
又
作
督
｛
異
体
］
督
｛
異
体
］
同
都
木
反
余
雅
／
督
正
也
方
言
督
察
也

理
也
〉

情
然
〈
烏
外
／
反
〉

〈
呼
郭
反
案
震
悔
忽
急
疾
也
震
然
忽
然
也
経
文
／
従
火
作
擢
胡

沃
反
説
文
濯
灼
也
擢
非
此
用
也
〉

〈
此
字
習
謬
巳
久
人
莫
競
正
／
今
詳
其
義
理
宜
作
共
相
二
字
〉

〈
聴
遼
反
字
書
偽
軽
也
虞
雅
挑
侠
也
余
雅
／
挑
徹
也
有
且
也
経

文
従
手
作
挑
非
韓
也
〉

日青
陰

〈
又
作
曜
姓
二
形
同
自
盈
／
反
撃
類
雨
止
日
晴
也
〉

〈
胡
本
反
下
胡
光
反
方
言
／
煩
煙
盛
克
也
光
障
也
〉

〈
且
経
反
東
方
色
也
光
生
火
従
生
丹
丹
青
之
信
必
然
也
経
文
作

／
韮
円
華
之
蕎
非
也
韮
円
音
紫
盈
反
三
蒼
謂
韮
之
英
日
韮
円
也
）

〈
蒲
没
反
教
然
猶
忽
／
然
也
亦
乱
也
逆
也
〉

〈
上
呼
運
反
教
導
也
教
也
誠
也
／
下
又
作
欣
同
虚
段
反
訴
縄
米
也
〉

伎
羅

日
東
方
最
勝
燈
王
知
来
経

日四
日四

’｜、差

泥

〈
巨
支
上
支
二
反
〉

〈
火
利
／
反

（
以
下
略
）

し
か
し
、
そ
れ
に
続
け
て
刀
密
遁
金
剛
力
士
経
下
巻
の
「
錯
教
」
「
訓
訴
」

が
引
か
れ
る
こ
と
は
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
と
等
し
い
。

B
．
宋
版
『
玄
藤
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
に
お
け
る
本
文
欠
落
の
理
由

右
の
検
討
に
よ
っ
て
、
資
料
を
加
え
て
も
、
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
巻
第

五
本
文
の
経
名
は
、

山
田
孝
雄
の
説
い
た
如
く
、
高
一
鑑
版
・
日
本
古
写
本
系

と
宋
版
系
と
に
分
か
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

で
は
、
宋
版
に
お
け
る
右
の
本
文
欠
落
は
、
な
ぜ
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

五
五



東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
の
本
文
は
、

ω
「
等
目
菩
薩
所
閉
経
」
上
巻
途
中

立
「
密
迩
金
剛
力
士
経
」
で
あ
る

か
ら

H
i
引
の
諸
経
へ
の
注
文
を
欠
き
、

こ
と
を
掲
げ
ず
に
そ
の
注
文
を

「
等
目
菩
薩
所
閉
経
」
上
巻
途
中
に
継
ぎ
、

を
続
け
て
い
る
。

そ
れ
に
お
「
東
方
最
勝
燈
王
如
来
経
」

」
の
よ
う
な
欠
落
は

大
き
な
落
丁
が
あ
り
な
が
ら
そ
の
ま
ま
紙
を
継
い

だ
底
本
を
も
と
に
版
を
刻
し
た
た
め
に
生
じ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

東
禅
寺
版
は
、
高
麗
蔵
と
は
異
な
り
、
開
賓
蔵
照
寧
（
一

O
六
九
l

一
O

七
七
）
刻
本
を
基
に
刊
刻
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
開
元
寺
版
・
思
渓

そ
の
東
禅
寺
版
を
基
に
刻
さ
れ
た
。

版
は
、そ
の
北
宋
開
賓
蔵
照
寧
刻
本
・
開
賓
蔵
初
刻
本
と
も
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』

が
現
存
し
な
い
た
め
、
開
賓
蔵
初
刻
本
の
模
刻
本
で
あ
る
高
麗
初
雌
版
を
見

る
。
す
る
と
、
高
麗
初
雌
版
は
、
「
等
目
菩
薩
所
閉
経
上
巻
」
の
「
陶
現
」

の
注
で
第
十
二
紙
（
丈
・
張
）
が
終
わ
る
。
そ
し
て
、
東
禅
寺
版
で
こ
れ
に

「
錯
教
」
「
訓
話
」
は
、
高
麗
初
離
版
で
は
第
二
十
七
紙
三
行
目
か
ら

「
密
迩
金
剛
力
士
経
下
巻
」
の
被
注
語
で
あ
る

続
く
は
じ
ま
る

（
高
麗
再
離
版
・

金
版
も
同
二
。
す
な
わ
ち
、

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
は
、
高
麗
版
・
金
版

で
約
十
四
紙
分
の
本
文
を
欠
落
さ
せ
て
い
る
。

開
賓
蔵
照
寧
本
で
は
、
「
密
迩
金
剛
力
士
経
下
巻
」
の
被
注
語
「
錯
教
」

か
ら
第
二
十
七
紙
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
っ
た

な
ら
ば
、
東
禅
寺
版
は
、
開
賓
蔵
照
寧
本
第
十
三
紙
か
ら
第
二
十
六
紙
の
十

四
紙
分
を
飛
ば
し
て
継
い
だ
本
文
を
基
に
、
本
文
を
刻
し
た
こ
と
に
な
る
。

開
元
寺
版
も

ま
っ
た
く
そ
の
ま
ま
印
刻
し
て
い
る
。

思
渓
版
で
は
修
正
を
加
え
た
も
の
の

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
と
大
差
は

盤
小
い
。

思
渓
版
の
本
文
点
検
者
も
、
大
幅
な
本
文
欠
落
に
は
気
付
い
て
い
な

い。

五
六

『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
は
、

す
べ
て
の
経
に
注
を
付
し
て
い
る
わ
け
で
は

欠
落
が
あ
っ
て
も
な
お
、
巻
第
五
は
前
後
の
巻
と
同
等
の
分
量
が
あ

っ
た
た
め
（
東
禅
寺
版
で
、
巻
第
五
は
全
十
二
紙
、
巻
第
四
は
全
十
八
紙
・

巻
第
六
は
全
十
一
紙
で
あ
る
）
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
の
刊
刻

pι

、40

＋
ん
’

ν

者
は
不
自
然
に
思
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ニ
、
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
に
お
け
る
経
名
目
録
の
経
名

次
に
、
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
各
本
の
巻
第
五
に
お
け
る
経
名
目
録
の
経

名
を
確
認
す
る
。

1
．
高
麗
版
・
金
版
お
よ
び
日
本
古
写
本
に
お
け
る
経
名
目
録
の
経
名

A
．
高
麗
版
・
金
版
『
玄
慮
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
に
お
け
る
経
名
目

録
の
経
名

高
麗
再
離
版
の
巻
第
五
巻
頭
目
録
は

左
の
と
お
り
で
あ
る
。

［
高
麗
再
離
版
｝

l
海
龍
王
経

制
党
女
首
意
経

2
央
掘
魔
羅
経

お
月
明
菩
薩
経

3
観
察
諸
法
行
経

“
滅
十
方
冥
経

4
七
悌
神
呪
経

幻
出
生
菩
提
心
経

特
普
門
｜
経

的
心
明
経

卸
不
思
議
光
菩
薩
所
説
経 5

菩
薩
本
行
経

6
稽
揚
諸
悌
功
徳
経

7
力
荘
巌
三
昧
綬

8
須
真
天
子
経

日
文
殊
師
利
問
菩
薩
署
経

9
般
舟
三
昧
経

匁
徳
光
太
子
経



ω等
目
菩
薩
所
閉
経

日
超
日
明
三
昧
経

ロ
月
上
女
経

日
中
陰
経

凶
須
禰
蔵
経

幻
施
燈
功
徳
経

日
菩
薩
詞
色
欲
経

万

四

不

可

得

経

お

東

方

最

勝

燈

王

｜

｜

経

%
諸
徳
福
田
経

M
M
成
具
光
明
定
意
経

行
虚
空
蔵
菩
薩
所
間
持
幾
福
経

お
太
子
須
選
華
経

日
人
本
欲
生
経

%
不
必
定
入
印
経

灯
魔
逆
経

日
悌
華
巌
入
如
来
｜
｜
｜
境
界
経

見
済
諸
方
等
皐
経

m
刀
菩
薩
行
五
十
縁
身
経
M
W

諸
悌
要
集
経

冗
菩
薩
投
身
餓
虎
起
塔
因
縁
経

%
太
子
墓
腺
経

得
頻
製
裟
羅
詣
悌
供
養
経

幻
須
頼
経

関
薩
羅
園
経

げ
文
殊
師
利
悌
土
巌
浮
経

認
金
色
王
経

”
濁
讃
自
省
三
昧
経

m
M

阿
弥
陀
鼓
音
｜
陀
羅
尼
綬

判

摩

詞

摩

耶

経

幻

八

陽

神

呪

経

引
如
来
方
便
善
巧
呪
綬

制
幻
土
仁
賢
経

お
後
出
阿
弥
陀
樹

別
天
王
太
子
昨
羅
経

ω禰
軌
菩
薩
所
問
本
願
経

時
濡
首
菩
薩

白
観
無
量
害
経

“
不
空
間
縞
索
一
維

m
山
観
薬
王
薬
上
二
菩
薩
経

出
堅
固
女
綬

臼
演
道
俗
綬

ω賓
網
経

併
百
悌
名
経

お
元
上
依
経

お
移
識
経

幻
未
曾
有
経

お
不
思
議
功
徳
経

m大
吉
義
呪
経

却
菩
薩
夢
経

河
温
室
洗
浴
衆
僧
経

分
衛
経

mw
大
乗
向
性
経

初
阿
閥
悌
園
経

24 23 22 21 
護孔迦蓮
貿雀葉華
浄王経面

長｜｜経
経

必
勝
髪
経

門
的
須
摩
提
綬

高
麗
初
雌
版
と
同
じ
く
、
開
賓
蔵
初
刻
本
を
底
本
と
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
金
版
の
巻
頭
目
録
も
、
経
名
順
・
改
行
位
置
を
含
め
、
右
の
高
麗
再
離

版
巻
頭
目
録
と
全
同
で
あ
る
。

ωω
請
観
音
経

ω十
一
面
観
世
音
経

初
観
世
音
菩
薩
授
記
経

右
の
高
麗
版
『
玄
謄
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
目
録
の
経
名
順
は
、

て
知
ら
れ
る
と
お
り
、
本
文
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
る
。
本
文
経
名
順
を
付

一
見
し

η
鹿
母
経

し
た
数
は
、
横
に
進
む
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。
こ
の
経
名
順
と

き
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
写
経
の
も
の
と
併
せ
て
、
後
述
す
る
。

ま
た
、

「
横
書

刀
鹿
子
経

乃
除
恐
災
横
経
を
音
義
本
文
に
持
つ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
巻
頭
目
録

に
は
記
し
て
い
な
い
。

引
文
殊
間
経

刀
密
迩
金
剛
力
士
経

す
な
わ
ち
、
高
麗
版
の
巻
頭
目
録
は
、
本
文
の
経
名
を
抜
き
出
す
方
法
で

五
七



作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

別
系
統
の
目
録
を
巻
頭
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

B 

日
本
古
写
本
『
玄
廃
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
に
お
け
る
経
名
目
録

の
経
名

中
尊
寺
一
切
経
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
巻
頭
目
録
は
、
次
の
と
お

刀
除
恐
災
横
経
も
記
す
た

り
、
上
下
二
段
で
一
貫
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。

め
、
高
麗
版
よ
り
一
経
名
多
い
。

①
［
中
尊
寺
本
巻
頭
目
録
｝

1 

44 

2 

45 

3 

46 

4 

47 

5 

48 

6 

49 

7 

50 

8 

51 

9 

52 

ハ
υ
4
E
E
A
 

53 

11 

54 

12 

55 

13 

56 

14 

57 

日

υ
悌
華
巌
入
知
来
｜
｜
境
界
経
路

16 

日
刀
菩
薩
行
五
十
縁
｜
経

17 

60 

同
濡
首
菩
薩
｜
｜
｜
分
衛
経

19 20 21 23 22 
孔
雀
王

経

24 25 26 27 28 m大
吉
義
補
呪
経

30 31 32 竹
刀
東
方
最
勝
燈
王
｜
｜
経

34 お
太
子
須
選
華
経

36 37 38 39 40 41 42 

61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 怜
頻
溺
裟
羅
詣
悌
供
養
経

80 81 位
阿
弥
陀
鼓
音
｜
陀
羅
尼
経

83 84 お
後
出
阿
弥
陀
鱒

五
八



43 
上
段
・
下
段
そ
れ
ぞ
れ
、
本
文
の
経
名
順
は
横
に
進
ん
で
い
る
。

（
こ
の

点
は
、
後
述
す
る
。
）

中
尊
寺
本
巻
頭
目
録
で
は
、

の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
中
尊
寺
本
の
本
文
経
名
は
、

経
名
お
・
衿
・
お
に
、

麗
版
と
同
名
で
あ
っ
た
。

と
が
異
な
る
。

②
［
石
山
寺
本
巻
頭
目
録
］

高
麗
版
本
文
経
名
と

し
た
が
っ
て
、
巻
頭
目
録
の
経
名
と
本
文
の
経
名

」
の
お
・
河
・
お
も
高

石
山
寺
本
『
玄
慮
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
巻
頭
目
録
も
、
中
尊
寺
本
と
同

1 じ
く
、
す
べ
て
二
段
で
書
か
れ
て
い
る
。

44 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 日
悌
華
巌
入
如
来
｜
｜
境
界
経

45 46 47 特
普
門
品

l

49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 

16 17 同
濡
首
菩
薩

H
I分
衛
経

19 20 21 22 お
孔
雀
王
｜
｜
経

24 25 26 27 28 29 30 31 34 33 32 
東
方
最
勝
燈
王

経

36 35 
太
子
須

達i
華
経

37 39 38 
5萄
首豆

白
骨

昧
経

40 

知
菩
薩
行
五
十
縁
｜
綬

60 61 62 63 64 65 66 勺－fhU
 

ω
開
通
嗣
輯
観
音
経

69 70 71 72 73 74 75 76 77 79 78 
頻
婆i
裟
羅
詣
悌
供
養
経

80 82 81 
阿
弥
陀
鼓
主主
日

｜｜ 

陀
羅
尼
経

83 

五
九



41 

84 

42 

お
後
出
阿
弥
陀
趨

43 

先
に
見
た
と
お
り

石
山
寺
本
は
本
文
に
付
月
明
菩
薩
経
と
乃
除
恐
災
横

経
と
を
持
た
な
い
。
し
か
し
、
巻
頭
目
録
は
、
そ
れ
ら
を
も
掲
出
し
て
い
る
。

高
麗
版
本
文
経
名
と
の
相
違
が
見
ら
れ
る
経
名
お
・
汐
・
乃
・
お
の
う
ち
、

K
N

・
乃
・
お
の
経
名
は
、
中
尊
寺
本
と
同
一
で
あ
る
。

」
の
よ
う
に

石
山
寺
本
も
、
巻
頭
目
録
と
本
文
の
経
名
と
に
相
違
が
見

ら
れ
る
。

③
［
大
治
本
一
切
経
音
義
目
録
］

大
治
本
の
巻
第
五
本
文
は
伝
存
し
な
い
。

大
治
本
は
、
他
本
と

し
か
し

異
な
り

各
巻
目
録
の
み
が
第
一
帖
巻
首
に

ご
切
経
音
義
目
録
」

と
し
て

集
め
ら
れ
て
い
る
。
検
索
の
便
を
は
か
つ
て
の
処
置
で
あ
ろ
う
。

そ
の
大
治
本
「
一
切
経
音
義
目
録
」

も
、
上
下
二
段
に
書
か
れ
て
お
り
、

本
文
の
経
名
順
は
横
に
進
む
。

巻
第
五
の
目
録
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

巻
第
五

1 

44 

2 

46 45 

3 4 

47 

5 

川
崎
普
門
｜
経

6 

49 

7 

50 

8 

51 

9 

52 53 54 55 56 57 58 mn
菩
薩
行
五
十
縁
｜
経

60 61 62 63 64 65 66 67 ωw
請
調
観
音
経

69 70 71 72 73 74 75 76 

六
O

10 11 12 13 14 日
悌
華
巌
入
如
来
｜
｜
｜
境
界
経

16 17 同
濡
首
菩
薩

分
衛
経

19 20 21 23 22 
孔
雀
王

経

24 25 26 27 28 29 30 31 32 竹
刀
東
方
最
勝
燈
王
1
1
1
経

34 



77 78 乃
頻
溺
裟
羅
詣
悌
供
養
経

80 81 ロ
阿
弥
陀
鼓
音
｜
陀
羅
尼
経

83 35・ 84 
後
出
阿
弥
陀
経i

お
太
子
須
選
華
経

36 37 38 仏
汚
濁
詮
自
省
三
昧
経

40 41 42 43 

大
治
本
ご
切
経
音
義
目
録
」

で
も

日
以
－

m
・
乃
・
お
の
四
経
名
が
高

麗
版
本
文
経
名
と
異
な
り
、
高
麗
版
・
石
山
寺
本
の
巻
頭
目
録
と
一
致
す
る
。

下
か
ら
始
め
た
た
め
、

た
だ
し
、
大
治
本
ご
切
経
音
義
目
録
」

下
段
に
本
文
前
半
の
経
名
が
並
ん
で
い
る
。

④
［
七
寺
本
巻
頭
目
録
］

1 2 46 48 47 
主立
Eヨ

門
｜｜ 

経

49 知
不
思
議
光
菩

8 9 ハ
υ唱・・且11 

欠

は
、
経
名

1
を

「
巻
第
五
」

44 3 4 5 6 7 

損

日
｛
欠
損
］
師
利
問
菩
薩
署
経

今
ム
z
J
 

53 54 

12 13 14 

55 56 57 

日
悌
花
巌
入
知
来
1
1
1
1
境
界
経
16 

58 59 60 61 m
出
演
道
俗
期
経

63 64 

の

65 66 67 25 26 27 28 29 30 対
温
室
洗
｜
衆
僧
綬

75 76 77 

17 19 18 
濡
首
菩
薩

分
衛
経

20 21 今
＆ぅ，un孔

雀
王
1

1
・経

24 68 69 70 71 72 31 32 34 33 
東
方
最
勝
燈
王

経
_.__ 
/'¥ 



36 35 
太
子
須
達j
華
経

78 得
頻
溺
裟
羅
詣
悌
供
養
経

37 

80 

38 

81 

39 

82 

40 

83 

42 41 

85 84 
後
出
阿
弥
陀
鱒

43 

こ
の
七
寺
本
巻
頭
目
録
の
本
文
経
名
順
は
、
横
に
整
然
と
並
ん
で
い
な
い
。

M
W

月
明
菩
薩
経
と
乃
除
恐
災
横
経
が
存
し
な
い
た
め
、

μ
刊
と
河
と
で
上
下
段

の
経
名
並
び
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

本
の
よ
う
に

こ
の
目
録
は
、

必
月
明
菩
薩
経
・

η
除
恐
災
横
経
を
欠
く
本
文
に
対
応
し
た

石
山
寺
本
や
西
方
寺

目
録
で
あ
る
。

し
か
し

七
寺
本
の
音
義
本
文
に
は

先
に
見
た
と
お
り

付
月
明
菩
薩

経
・

η
除
恐
災
横
経
と
も
に
存
し
た
。

な
い7し
o~ た

が
っ
て

」
の
七
寺
本
巻
頭
目
録
も

本
文
の
経
名
と
一
致
し
て
い

そ
し
て
、

や
は
り
お
・
汐
・
内
・
お
の
四
経
名
、
が
高
麗
版
本
文
経
名
と
異

な
り
、

高
麗
版
・
石
山
寺
本
・
大
治
本
の
目
録
経
名
と
一
致
す
る
。

c．
高
麗
版
・
金
版
お
よ
び
日
本
古
写
本
に
お
け
る
経
名
目
録
と
本
文

の
経
名

以
上

高
麗
版
・
金
版
・
日
本
古
写
本
『
玄
慮
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
の

目
録
経
名
は

い
ず
れ
も
、
本
文
経
名
と
異
な
り
が
見
ら
れ
た
。

一ー且ー・ノ、

経
名
目
録
お
よ
び
本
文
と
も
に
残
り
、
両
者
比
較
可
能
な
本
の
中
で
は
、

高
麗
版
・
金
版
の
巻
頭
目
録
に
は
刀
除
恐
災
横
経
が
無
く
、
七
寺
本
巻
頭
目

録
に
は
何
月
明
菩
薩
経
と
乃
除
恐
災
横
経
と
が
無
い
。

し
か
し
、
高
麗
版
・

金
版
・
七
寺
本
の
本
文
に
は
、

川
町
・
乃
と
も
存
し
て
い
た
。

反
対
に
、

石
山
寺
本
巻
頭
目
録
は
、
本
文
に
は
無
い
付
・
乃
の
経
名
を
掲

出
し
て
い
る
。
巻
頭
目
録
が
欠
損
し
て
い
る
西
方
寺
本
も

付
・
乃
を
持
た

な
い
音
義
本
文
で
あ
っ
た
。

石
山
寺
本
・
西
方
寺
本
本
文
で
共
通
し
て

45 

・
乃
の
経
名
が
欠
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

不
注
意
に
よ
る
書
き
落
と
し
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。

」
の
符
・

η
両
経
名
と
注
文
を
欠
く
本
文
の
系
統
が
存
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、

七
寺
本
巻
頭
目
録
で
付
・
刀
を
欠
き

高
麗
版
・
金
版
の

巻
頭
目
録
に
乃
が
無
い
の
も
、

単
な
る
誤
脱
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

，、d
今

3

4

．7
 

の
本
文
を
持
た
な
い
石
山
寺
本
・
西
方
寺
本
系
本
文
の
目
録
が

七
寺
本
巻

頭
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
高
麗
版
・
金
版
の
巻
頭
目
録
を
見
れ
ば
、

持
月
明
菩
薩
経
の
み
欠
け
た
本
文
も
存
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

中
尊
寺
本
は
、
巻
頭
目
録
と
本
文
の
経
名
数
が
一
致
す
る
。

し
か
し

35 

乃
・
お
の
経
名
が
、
本
文
と
目
録
と
で
異
な
っ
て
い
た
。

巻
頭
目
録
と
本
文
と
の
経
名
異
同
は
、
高
麗
版
・
金
版
・
石
山
寺
本
・
七

寺
本
の
お
・

mm
・
乃
・
お
に
も
見
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
高
麗
版
・
金
版
・
石
山
寺
本
・
七
寺
本
（
・
大
治
本
）

労
・
乃
・
お
お
よ
び
中
尊
寺
本
の
お
・
乃
－

m
の
目
録
経
名
は
、

の
35 

一
致
し
て

い
た
。

」
れ
ら
諸
本
の
目
録
は
、

同
一
の
本
文
か
ら
経
名
を
抽
出
し
て
作
成

し
た
目
録
を
淵
源
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、

現
存
本
の
本
文
と
目
録
と
の
関
係
は
交
錯
し
て
い
る
。



2
．
宋
版
『
玄
藤
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
に
お
け
る
経
名
目
録
の
経
名

A
．
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
『
玄
藤
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
に
お
け
る

経
名
目
録
の
経
名

頭
目
録
は

大
幅
な
本
文
欠
落
が
あ
る
東
禅
寺
版
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
の
巻

1 

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

2 

3 5 7 9 
東
方
最
勝

燈
王

経

37 43 41 39 
如
来

方
便
善
巧
｜｜ 
経

45 ウ
f
A
サoy

 

A品
寸日
文
殊
｜
｜
問
菩
薩
署
経

今

3戸、u55 57 59 ω嫡
軌
｜
｜
所
問
本
願
綬

4 6 8 ハU
噌
E
E
－－
34 対
太
子
弱
線
経

38 40 42 44 46 52 50 48 
不
田

議
光
菩
薩

経

54 56 58 61 

62 64 66 。。
ζ
υ
 河

観
｜
音
菩
薩
授
記
経

72 74 80 79 78 77 76 
頭j菩虚
毘薩空
裟投蔵
羅身菩
詣餓薩
｛弗虎所
供起問
養塔持
経｜｜｜｜
縁福
主主経

82 83 85 

63 67 65 
観
薬
王
薬

上
｜｜ 
菩
薩
経

69 71 73 75 81 84 

本
文
に
見
ら
れ
る
経
名
を
順
に
掲
げ
て
い
け
ば
、
右
の
目
録
に
な
る
。

11 

れ
て
い
る
。

目
録
は
、

ー
ロ
が
無
く
、
本
文
に
存
す
る
符
月
明
菩
薩
経
・
乃
徐
恐
災
横
経
は
掲
出
さ

本
文
経
名
の
一
覧
な
の
で
あ
る
か
ら
当
然
で
あ
る
。

（
し
か
し
、
高
麗
版
・
大
治
本
等
の
目
録
は
、
本
文
の
経
名
と
一
致
し
て
い

な
か
っ
た
。
）

－r
－J
 

宇
’
ナ
J
7
1』

こ
の
東
禅
寺
版
の
目
録
作
成
者
は
、
本
文
に
刀
密
述
金
剛
力
士

経
の
被
注
字
・
注
文
が
存
す
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
な
い
。

開
元
寺
版
の
第
五
巻
頭
目
録
も
、

こ
の
東
禅
寺
版
と
全
同
で
あ
る
。

B 

思
渓
版
『
玄
謄
一
切
経
音
義
」
巻
第
五
に
お
け
る
経
名
目
録
の
経
名

一＿＿.＿＿.

ノ、



六
四

左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

河
観
｜
音
菩
薩
授
記
経

71 

1 
思
渓
版
巻
第
五
の
巻
頭
目
録
は
、

2 

72 

73 

3 5 7 9 32 34 %
太
子
鶏
瞬
経

38 40 42 44 46 50 48 
不
回

議
光
菩
薩

経

52 54 56 58 ω禰
勅
｜
｜
｜
所
問
本
願
経

62 64 66 68 

4 

74 

75 

6 

76 

8 

79 78 77 
菩虚
薩空
投蔵
身菩
餓薩
虎所
起問
塔持
｜｜｜｜ 
縁福
経綬

10 お
東
方
最
勝
燈
王
｜
｜
l

経

35 

80 

81 

37 

82 

39 

84 

83 

引

如

来

方

便

善

巧

経

85 

43 

右
思
渓
版
の
目
録
は
、
本
文
に
経
名
が
欠
け
て
い
る
ロ
密
迩
金
剛
力
士
経

ま
た
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
の
乃
魂
毘
裟
羅
詣
悌
供
養

45 

を
補
っ
て
い
る
。

47 

経
を
、
本
文
の
経
名
に
合
わ
せ
、
頻
毘
裟
羅
詣
悌
供
養
経
に
訂
正
し
て
い
る
。

49 

c．
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
お
よ
び
思
渓
版
に
お
け
る
経
名
目
録
と
本

日
文
殊
｜
｜
問
菩
薩
署
経

文
の
経
名

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
の
巻
頭
経
名
目
録
は
、
本
文
の
経
名
と
一
致
し
て

53 55 

た
だ
し
、

い
た
。

こ
の
両
版
目
録
は
、
本
文
に
被
注
字
・
注
文
が
存
す
る
ロ

57 

密
迩
金
剛
力
士
経
を
掲
げ
て
い
な
い
。

59 

そ
れ
を
補
っ
た
も
の
が
思
渓
版
目
録
で
あ
る
。
思
渓
版
は
、
本
文
の
経
名

61 

に
合
わ
せ
た
経
名
訂
正
を
も
行
な
っ
て
い
た
。

63 

対
・
乃
の
経
名
以
外
は

こ
れ
ら
宋
版
の
経
名
目
録
は
、

大
き
な
欠
落
も

65 

含
め
、
本
文
の
経
名
に
合
致
し
て
い
る
。

m
山
観
薬
王
薬
上
菩
薩
経

69 



四
、
高
麗
版
・
金
版
お
よ
び
日
本
古
写
本
に
お
い
て
本
文
と
目
録
と
の
経
名

不
一
致
が
生
じ
た
理
由

1
．
経
名
目
録
の
掲
出
順
に
つ
い
て

本
文
と
目
録
と
で
経
名
順
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、

箕
浦
（
二

0
0
六）

石
山
寺
本
の
巻
頭
目
録
を
原
形
と
考
え
、

「
石
山
寺
本
を
上

は

下
上
下
の
順
と
考
え
て
上
下
上
下
の
順
に
書
き
写
し
、

経
典
名
が
長
い
場
合

は
一
行
書
き
と
す
る
。
」
途
中
で

「
刀
を
書
き
落
と
す
と
」
高
麗
版
巻
頭
目

「
途
中
で
の
、

録
に
な
る

と
指
摘
し
た
。

七
寺
本
に
つ
い
て
は

乃
を
書

き
落
と
す
と
こ
の
よ
う
に
な
る
」

と
す
る
。
箕
浦
は
、
巻
第
五
を
含
め
、
巻

第
七
・
八
・
十
三
・
十
六
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
指
摘
を
行
な
っ
て
い
る
。

巻
第
五
の
の
お
よ
び
乃
は
、
複
数
の
本
の
目
録
あ
る
い
は
本
文
に
お
い
て

欠
け
て
お
り
、

不
注
意
で

さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
す

「
書
き
落
と
」

で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
経
名
順
に
規
則
性
が
無
い
よ
う
に
見
ら
れ
る
高
麗
本
等
の
目
録

作
成
過
程
は
、
箕
浦
が
考
え
た
通
り
で
あ
る
。

2
．
経
名
目
録
の
「
横
書
き
」
に
つ
い
て

A
．
現
存
本
「
横
書
き
」
目
録
は
横
に
書
か
れ
た
も
の
か

箕
浦
（
二

O
O
六
）
は
、
『
玄
謄
一
切
経
音
義
』
の
「
巻
第
五
、
七
、
八
、

十
三
、
十
六
の
目
録
は
、
元
来
、
上
段
を
横
に
読
ん
だ
後
、
下
段
を
横
に
読

む
と
い
う
形
式
で
記
さ
れ
て
い
た
も
の
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
現
存
本
の

状
態
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
も
指
摘
し
た
。

し
か
し
、
大
治
本
目
録
は
、
最
初
の
経
名
を

「
巻
第
五
」

の
下
か
ら
始
め

て
い
る
。
こ
れ
は
、
二
段
の
経
名
を
上
下
上
下
と
縦
に
読
ん
だ
た
め
で
あ
る
。

大
治
本
目
録
は
、

石
山
寺
本
の
よ
う
に
書
写
さ
れ
た
目
録
を

上
下
上
下
と

左
に
進
む
縦
書
き
と
見
て

「
巻
第
五
」

の
下
か
ら
続
け
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
石
山
寺
本
］

判

［
大
治
本
一
切
経
音
義
目
録
］

巻
第
五

1 

1 2 

45 

44 

2 

3 

46 

3 

46 45 

4 

47 

4 

5 

48 

47 

5 

6 

49 

6 

50 49 48 

7 

50 

7 

8 

51 

8 

9 

52 

9 

51 

10 

52 

10 

53 

53 

こ
の
大
治
本
目
録
が

「
横
書
き
」

で
あ
る
と
す
る
と
、
経
名
数
の
半
数
を

数
え
て
お
い
て
、

第
一
経
名
に
続
け
て
第
二
経
名
以
降
を
下
段
に
横
に
書
写

し
、
空
白
に
し
て
お
い
た
上
段
の
最
初
に
戻
っ
て
、
ま
た
横
に
書
写
す
る
と

い
う
、
極
め
て
不
自
然
な
書
写
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た

こ
の
大
治
本
目
録
は
、

丁
を
ま
た
が
っ
て
二
段
で
書
写
さ
れ
て
い

る
。
本
文
の
経
名
順
に
経
名
が
横
に
並
ぶ
中
尊
寺
本
・
石
山
寺
本
の
目
録
も
、

紙
継
を
越
え
て
、

上
段
・
下
段
で
書
か
れ
て
い
る
。

「
横
書
き
」

で
あ
っ
た

と
す
る
と
、

そ
れ
は
紙
を
ま
た
が
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
よ
う

な
書
写
は
、

通
常
で
は
な
か
ろ
う
。

事
実
、
中
尊
寺
本
も
、
巻
第
一

・
三
・
四
・
十
・
十
二
・
十
五
・
十
七
・

十
八
・
十
九
・
二
十
・
二
十
一

上
下
上
下
と
左
に
進
む
縦
書

二
十
三
は
、

六
五



き
で
あ
る
。
石
山
寺
本
の
現
存
本
巻
第
三
・
四
・
十
・
十
二
の
巻
頭
目
録
も

同
様
で
あ
る
。

そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、

各
段
横
に
並
ん
で
い
る
目
録
経
名
を
、

上
下
上
下
と

進
行
す
る
も
の
に
書
き
直
し
た
高
麗
版
・
七
寺
本
の
よ
う
な
経
名
目
録
が
生

じ
た
。
臨
時
の
上
下
二
段
組
み
書
写
法
は
、
他
巻
の
書
写
法
と
異
な
る
こ
と

も
あ
っ
て
定
着
せ
ず
、
後
の
書
写
者
に
経
名
順
が
理
解
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

B 

「
横
書
き
」

目
録
の
発
生
と
巻
頭
目
録

で
は
、
石
山
寺
本
の
よ
う
な
上
下
二
段
の
「
横
書
き
」
に
見
え
る
目
録
は
、

ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

右
の
検
討
で
、
古
い
形
式
を
留
め
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
大
治
本
は

第

帖
の
は
じ
め
に
や
や
小
さ
な
字
で
一
括
し
て
書
か
れ
た
二
切
経
音
義
目
録
」

以
外
に
、

そ
の
第
一
巻
巻
頭
目
録
は
、

各
巻
巻
頭
に
も
目
録
を
持
つ
。

左
の

通
り

一
行
一
経
名
で
書
か
れ
る
。

一
切
経
音
義

沙
門
玄
庭
撰

大
方
虞
悌
華
巌
経
〈
奮
五
十
／
八
巻
〉

大
方
等
大
集
経

〈
廿
巻
〉

大
集
日
蔵
分
経
〈
十
巻
〉

大
集
月
蔵
分
経
〈
十
巻
〉

大
威
徳
陀
羅
尼
経
〈
十
九
巻
〉

法
矩
陀
羅
尼
経
〈
二
十
巻
〉

新
華
巌
経
〈
八
十
巻

序
字
及
天
｛
則

天
文
字
］
等
文
者
／
｛
並
｝
集
後
紙
〉

高
麗
版
等
で
は
巻
第
一
最
後
の
経
名
で
あ
る
「
法
矩
陀
羅
尼
綬
」
の
下
に
、

大
治
本
で
は

（
こ
の
巻
頭
目
録
に
お
け

「
新
華
巌
経
」

が
書
か
れ
て
い
る
。

る
書
記
法
か
ら
も

「
新
華
巌
経
」

が
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知

六
六

ら
れ
る
。
）

金
剛
寺
蔵
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
巻
第
一
巻
頭
目
録
も
、

こ
の
鎌
倉
中
期
写
本
で
は
、
左
の
と
お
り
、
新
華
巌
経
も
単
独

一
行
一
経
名
で

書
か
れ
る
。

行
と
な
っ
て
い
る
。

一
切
経
音
義

沙
門
玄
慮
撰

大
方
虞
悌
華
巌
経
〈
奮
五
十
八
巻
〉

大
方
等
大
集
経
〈
廿
巻
〉

大
集
日
蔵
分
経
〈
十
巻
〉

大
集
月
蔵
［
欠
損
］

大
威
徳
［
欠
損
］

法
矩
陀
羅
｛
欠
損
］

新
華
厳
経
〈
八
十
巻

序
字
及
天
｛
則
天
文
字
］
等
文
者
並
集
後
紙
〉

七
寺
本
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
も
、

名
一
行
書
き
と
し
て
い
る
。

巻
第
三
と
第
十
の
巻
頭
目
録
を
一
経

こ
の
よ
う
に
、

『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
巻
頭
目
録
の
古
い
形
式
は
一
経
名

と
思
わ
れ
る
。

一
行
書
き
で
あ
っ
た
、

こ
の
一
経
名
一
行
書
き
目
録
が
、
二
段
に
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考

も
っ
と
も
自
然
で
あ
ろ
う
。

え
る
の
が
、

全
二
十
五
巻
の
一
切
経
音
義
に
は

注
の
対
象
と
な
っ
た
全
経
名
を
一
覧

で
き
る
大
治
本
第
一
帖
巻
頭
ご
切
経
音
義
目
録
」
の
よ
う
な
別
目
録
が
付

さ
れ
て
い
れ
ば
便
利
で
あ
る
。
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
は
、
す
べ
て
の
経
を

注
の
対
象
と
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

当
該
経
が
存
在
す
る
で
あ
ろ

う
そ
の
巻
に
、
求
め
る
経
へ
の
音
義
が
存
す
る
か
否
か
を
調
べ
る
に
は
、
各

巻
に
配
さ
れ
た
経
名
の
全
体
を
見
渡
せ
る
の
が
良
い
。
巻
第
五
の
よ
う
に
経

一
覧
性
を
優
先
し
、
全
体
を
縮
小
し
て
上
下
二
段
と
す

名
の
多
い
巻
で
は



る
書
写
が
起
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

下
の
大
英
図
書
館
蔵
敦
館
本
∞
い
出
∞
『
玄
履
一
切
経
音
義
』
巻
第
七

の
紙
背
は
、

八

世
紀
前
半
写
）

『
玄
慮
一
切
経
音
義
』
第
一
帳
の
収
載
巻
一
覧

苧
」
白
口
一
円

u

J

；
主
力
ー
し
た

全
巻
確
認
メ
モ
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

（
画
像
は
、

国
際
敦

憧
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
宮
間
三
正
司
・
ω一p
q昇。
E－
R
右
＼
広
司
・
忠
弘
に
依
る
。
）

「
横
書
き
」
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

全
体
を

覧
す
る
た
め
に
、

二
切
経
音
義
目
録
」

も
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

別
巻

は
、
以

と
し
て
独
立
し
て
伝
え
ら
れ
た
。
大
治
本
の

ご
切
経
音
義
目
録
」

下
1 の
理
由
か
り

そ
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
巻
「
新
華
巌
経
」

は

二
切
経
音
義
目
録
」

で
は

「
法
矩
陀

羅
尼
経
」
下
の
余
白
（
三
段
目
）

に
他
よ
り
小
さ
な
字
で
補
入
さ
れ
て

い
る
。
完
成
し
た
目
録
に
、
後
か
ら
追
加
し
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

2

と
各
巻
巻
頭
目
録
と
が
異
な
る
場
合
が
存
す

「
一
切
経
音
義
目
録
」

る①
巻
第
十
三
「
摩
登
伽
経
」
「
党
摩
喰
経
」
「
自
愛
経
」
を
、
「
一
切
経

音
義
目
録
」
は
有
し
、
巻
頭
目
録
は
記
載
し
な
い
（
本
文
経
名
に
は
、

「
摩
登
伽
経
」
「
党
摩
職
経
」
は
存
し
、
「
自
愛
経
」
は
欠
け
て
い
る
）
。

②
「
一
切
経
音
義
目
録
」
巻
第
十
六
「
大
比

E
三
千
威
儀
経
」

を
、
巻

頭
目
録
は

大
比
丘

はよ
儀

「経」

と
し

を
落
と
し
て
い
る
。

③
「
一
切
経
音
義
目
録
」

「
第
廿
一
巻
」

の
下
に
「
大
乗
経
翻
」

と
記
す
。

」
れ
は
、
巻
頭
目
録
に
ご
切
経
音
義
巻
第
二
十
一
大
乗
一
粧

翻
経
沙
門
玄
臆
撰
」

「
翻
経
沙
門
」

と
あ
る

「翻」

の

を
書
い
た
も

の
で
あ
る
。

六
七



二
切
経
音
義
目
録
」

巻
〈
小
／
乗
〉

「
第
廿
四
巻
〈
小
／
乗
〉
翻
」
「
廿
五

こ
の
類
例
で
あ
る
。
巻
頭
目
録
で
は
、

の

翻3

lま

巻
第
二
十
四
・
二
十
五
と
も
「
小
乗
論

翻
経
沙
門
玄
慮
撰
」
と
あ
る
。

」
れ
ら
の
点
か
ら

が
、
現
在
の
大
治

大
治
本
の

二
切
経
音
義
目
録
」

本
巻
頭
目
録
か
ら
抽
出
作
成
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、

「
一
切
経
音
義
目
録
」
が
各
巻
巻
頭
目
録
・
音
義
本
文
と

独
立
し
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
、
先
に
見
た
、
本
文
の
経
名
と
目
録
経
名
と

の
不
一
致
が
生
じ
た
原
因
で
も
あ
ろ
う
。

五
、
結
論

『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
は
、
注
の
対
象
と
し
た
経
名
の
有
無
と
異

同
と
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

よ
り
複
雑
な
巻
頭
目
録
を
先
に
、
高
麗
版
本
文
の
経
名
に
近
い
も
の
か
ら

掲
げ
る
。

｛
巻
頭
目
録
の
経
名
｝

A
．
高
麗
版
本
文
の
経
名
と
全
同
の
も
の
。

（
ナ
シ
）

B
 
お
－

m
M

・
お
の
経
名
が
高
麗
版
本
文
の
経
名
と
異
な
る
も
の
。

中
尊
寺
本
。

C
 
お
・
刊
万
・
汚
・
お
の
経
名
が
高
麗
版
本
文
の
経
名
と
異
な
る
も
の
。

石
山
寺
本
・
大
治
本
。

D
 
乃
を
欠
き

お
－

m
・
衿
・
お
の
経
名
が
高
麗
版
本
文
の
経
名
と
異

な
る
も
の
。

高
麗
版
・
金
版
。

E 

の
・
刀
を
欠
き

お
・
汐
・
河
・
お
の
経
名
が
高
麗
版
本
文
の
経
名

六
八

と
異
な
る
も
の
。

七
寺
本
。

F
．
H
i
n
を
欠
き
、
%
の
経
名
が
高
麗
版
本
文
の
経
名
と
異
な
る
も
の
。

宋
版
思
渓
版
。

G 

H
i
n
を
欠
き
、

対
・
乃
の
経
名
が
高
麗
版
本
文
の
経
名
と
異
な
る

も
の
。

宋
版
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
。

｛
音
義
本
文
の
経
名
】

A
．
高
麗
版
本
文
の
経
名
と
全
同
の
も
の
。

金
版
・
中
尊
寺
本
・
七
寺
本
。

，E
．

mを
蔀
頑
固
経
と
す
る
も
の
。

付
・
乃
を
欠
き

石
山
寺
本
・
西
方
寺
本
o

，G
．

u
s
nを
欠
く
も
の
。

宋
版
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
。

右
の
よ
う
に
、
現
存
本
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
に
、
巻
頭
目
録
と

本
文
の
経
名
と
が
一
致
す
る
も
の
は
無
い
。

山
田
が
説
い
た
如
く
、
経
名
か
ら
見
た
場
合
、

日
本
古
写
本
は
高
麗
版
に

近
く
（

A
B
C
D
E
，E
）
、
宋
版
は
そ
れ
と
遠
い
（

F
G
，G
）。

日
本
古
写
本
の
本
文
が
原
本
『
玄
態
一
切
経
音
義
』
の
本
文
に
近
い
で
あ

ろ
う
こ
と
は
、
山
田
孝
雄
以
来
、
多
く
の
先
行
研
究
が
述
べ
た
と
お
り
で
あ

る
。
そ
の
原
本
『
玄
藤
一
切
経
音
義
』
は
、
唐
代
七
世
紀
中
葉
の
言
語
を
反

日
本
の
古
文
献
が
引
用
し
続
け
た
本
文
で
あ
る
。

映
し
た
も
の
で
あ
り
、

諸
本
本
文
の
比
較
対
照
に
よ
る
原
本
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
本
文
の
再
建

作
業
は
、
い
ま
だ
多
く
今
後
の
課
題
で
あ
る
。



注（1
）
小
林
芳
規
「
一
切
経
音
義
解
題
」

年
、
汲
古
書
院
〉
所
収
）
、
参
照
。

（2
）
石
塚
晴
通
・
池
田
証
寿
「
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
本
一
切
経
音
義
｜
争
二
三

O

を
中
心
と
し
て
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
八
六
輯
、
一
九
九
一
年
三
月
）
、

石
塚
晴
通
「
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
本
一
切
経
音
義
｜
φ
二
三

O
以
外
の
諸
本
」

（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
九
六
輯
、
一
九
九
五
年
九
月
）
、
西
脇
常
記
『
ド

イ
ツ
将
来
の
ト
ル
フ
ァ
ン
漢
語
文
書
』
（
二

O
O
二
年
、
京
都
大
学
学
術
出

版
会
）
、
圏
家
園
書
館
善
本
特
臓
部
敦
煙
吐
魯
番
皐
資
料
研
究
中
心
『
敦
煙

皐
園
際
研
討
曾
論
文
集
』
（
二

O
O
五
年
、
北
京
国
書
館
出
版
社
）
、
張
郷

麗
『
西
域
出
土
文
書
の
基
礎
的
研
究
』
（
二

O
O
六
年
、
汲
古
書
院
）
、
徐

時
儀
校
注
『
一
切
経
音
義
三
種
校
本
合
刊
』
（
二

O
O
八
年
、
上
海
古
籍
出

版
社
）
、
歌
銘
『
玄
匝
《
余
径
音
文
》
界
文
研
究
』
（
二

O
O
八
年
、
上
海

郷
酒
大
学
博
士
論
文
）
、
活
箭
『
吐
魯
番
本
玄
匝
《
一
切
径
音
文
》
研
究
』

（二

O
二
一
年
、
漸
江
大
学
碩
士
論
文
）
等
、
参
照
。

（3
）
『
一
切
経
音
義
二
十
五
巻
』
（
一
九
三
二
年
、
西
東
書
房
）
、
『
古
辞
書
音

義
集
成
』
（
一
九
八
一
年
、
汲
古
書
院
）
、
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
第
一

輯
『
玄
臆
撰
一
切
経
音
義
二
十
五
巻
』
（
二

O
O
六
年
、
国
際
仏
教
学
大

学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
）
に
、
聖
語
蔵
本
・
大
治
本

・
石
山
寺
本
・
七
寺
蔵
本
・
金
剛
寺
蔵
本
・
西
方
寺
蔵
本
の
影
印
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。

（4
）
契
丹
版
に
入
っ
た
か
ど
う
か
は
、
現
存
本
が
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
不
明

で
あ
る
一
。
房
山
石
経
の
『
玄
応
一
切
経
音
義
』
も
残
存
し
な
い
。

（5
）
依
拠
テ
キ
ス
ト
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
治
本
！
『
古
辞
書
音
義
集
成
』
所
収
本
、
中
尊
寺
本
｜
京
都
国
立
博
物

館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
石
山
寺
本
｜
原
本
お
よ
び
『
古
辞
書
音
義
集

成
』
所
収
本
、
七
寺
蔵
本
・
金
剛
寺
蔵
本
・
西
方
寺
蔵
本
｜
『
玄
藤
撰
一

切
経
音
義
二
十
五
巻
』
（
二

O
O
六
年
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
）
所
収
本
、
東
禅
寺
版
｜
醍
醐
寺
蔵
本
、
開
元

寺

版

書

陵

部

蔵

本

、

思

渓

版

l
長

瀧

寺

蔵

本

、

高

麗

本

l

（
『
古
辞
書
音
義
集
成
』

〈
一
九
八
一

宮
門
唱
え
＼
一
・

2
S・
g
－
賢
岳
町
吉
弘
o
u
n
－
eお
よ
び
『
高
麗
大
戴
経
初
刻
本
輯
刊
』
（
二

O
一
二
年
、
西
南
師
範
大
学
出
版
社
）
、
金
版
｜
『
中
華
大
蔵
経
』
。

（6
）
こ
の
高
麗
再
雌
版
は
、
全
巻
揃
っ
て
い
る
こ
と
と
、
『
高
麗
国
新
離
大
蔵

校
正
別
録
』
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
本
文
へ
の
信
頼
が
高
い
。
そ
の
た
め
、

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
に
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
が
所
収
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
も
あ
っ
て
、
現
在
も
な
お
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
研
究
の
依
拠
本
文

と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
7
）
石
山
寺
本
本
文
に
佑
・
乃
の
経
名
が
欠
け
る
こ
と
は
、
小
林
二
切
経
音

義
解
題
」
四
七
六
頁
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
箕
浦
尚
美
「
金
剛
寺

．
七
寺
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
西
方
寺
蔵
玄
臆
撰
『
一
切
経
音
義
』

に
つ
い
て
」
（
『
日
本
古
写
経
善
本
叢
刊
第
一
輯
玄
謄
撰
一
切
経
音
義

二
十
五
巻
』
〈
二

O
O
六
年
三
月
〉
所
収
）
に
は
、
西
方
寺
本
に
つ
い
て
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（8
）
こ
の
宋
版
に
お
け
る
本
文
の
欠
落
は
、
洪
武
南
蔵
本
・
明
版
（
永
柴
南
蔵

本
・
永
築
北
蔵
本
）
ま
で
引
き
継
が
れ
る
。
た
だ
し
、
洪
武
南
蔵
本
・
明

版
（
永
柴
南
臓
本
・
永
柴
北
蔵
本
）
に
は
、
「
密
迩
金
剛
力
士
経
」
が
経
名

と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。

（9
）
山
田
は
、
「
巻
第
五
の
目
録
に
あ
る
超
日
月
三
昧
経
以
下
温
室
洗
浴
衆
僧

経
に
至
る
ま
で
四
十
一
経
の
目
は
宋
元
明
の
諸
本
に
な
く
し
て
本
文
亦
こ

れ
な
し
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
宋
版
巻
第
五
目
録
の
落
ち
は
、

H

i
刀

ま
で
の
二
十
二
経
で
あ
る
。
本
文
で
の
落
ち
も
、

H
i
M
ま
で
の
二
十
一

経
で
し
か
な
い
。
こ
の
点
は
、
周
祖
諜
『
校
讃
玄
臆
〈
一
切
経
音
義
〉
後

記
』
（
一
九
六
六
年
、
中
華
書
局
）
、
上
田
正
「
玄
応
音
義
諸
本
論
考
」
（
「
東

洋
学
報
」
第
六
十
三
巻
第
一
・
二
号
、
一
九
八
一
年
十
二
月
）
、
徐
時
儀
『
玄

慮
《
衆
経
音
義
》
研
究
』
（
二

O
O
五
年
、
中
華
書
局
）
に
も
指
摘
が
あ
る
。

山
田
が
数
え
た
の
は
、
高
麗
版
巻
第
五
巻
頭
目
録
で
あ
る
。
右
掲
高
麗

版
巻
第
五
巻
頭
目
録
の
日
超
日
明
三
昧
経

i
冗
温
室
洗
浴
衆
僧
経
ま
で
を
、

上
下
上
下
の
縦
書
き
と
し
て
数
え
る
と
、
四
十
一
経
名
に
な
る
。

（
叩
）
徐
時
儀
「
玄
鷹
《
一
切
経
音
義
》
的
流
簿
輿
版
本
考
誕
」
（
『
古
写
経
研
究

の
最
前
線

l
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
資
料
集
成
｜
』
〈
二

O
一
O
年
、
国
際

仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
〉
所
収
）
。

（
日
）
東
禅
寺
版
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
巻
第
五
の
帖
末
に
も
、
「
詳
対
経
弟
子

黄
端
」
や
「
詳
勘
経
沙
門
正
衡
」
の
巻
末
刊
記
は
存
す
る
。

六
九



（
ロ
）
こ
こ
で
も
、
高
麗
版
本
文
の
経
名
を
基
準
と
し
、
同
じ
経
名
番
号
を
用
い

る
。
字
句
の
異
同
が
あ
る
場
合
は

j
、
字
句
の
増
減
が
あ
る
場
合
は
｜
の

傍
線
を
引
く
。
な
お
、
「
華
・
花
」
「
最
・
寂
」
「
肇
・
掌
」
な
ど
異
体
関
係

と
判
断
さ
れ
る
も
の
は
注
を
せ
ず
、
統
一
し
て
表
記
す
る
。
ま
た
、
ミ
セ

ケ
チ
・
補
入
・
転
倒
等
、
原
本
の
訂
正
は
、
訂
正
後
の
形
を
掲
げ
る
。
以

下
同
じ
。

（
日
）
高
麗
初
離
版
の
目
録
は
、
「
高
麗
大
蔵
経
」
宮
習
と

5
・∞
E
E・R
－
町
＼
岳
町
宮
借
対
・
品
。

お
よ
び
『
高
麗
大
蔵
経
初
刻
本
輯
刊
』
で
公
開
さ
れ
て
い
る
南
禅
寺
磁
本

の
、
第
一
紙
巻
頭
目
録
か
ら
第
八
紙
途
中
ま
で
が
補
写
さ
れ
て
い
る
た
め
、

不
明
で
あ
る
。
そ
の
補
写
底
本
は
、
後
述
の
宋
版
思
渓
版
で
あ
る
。

（
日
）
な
お
、
単
独
の
長
題
経
名
目
悌
華
巌
入
知
来
不
思
議
境
界
経
－

m
観
薬
王

薬
上
二
菩
薩
経
は
一
行
で
改
行
し
、
長
題
経
名
が
連
続
す
る
場
合
（
卸
不

思
議
光
菩
薩
所
説
経
・
日
文
殊
師
利
問
菩
薩
署
経
、
竹
川
虚
空
戴
菩
薩
所
問

持
幾
福
綬
・
冗
菩
薩
投
身
餓
虎
起
塔
因
縁
経
）
は
先
に
出
る
叩
不
思
議
光

菩
薩
所
説
経
・
竹
川
虚
空
競
菩
薩
所
問
持
幾
福
経
で
改
行
し
て
い
る
。

（
日
）
中
尊
寺
本
巻
第
七
・
八
・
十
三
・
十
六
、
石
山
寺
本
巻
第
七
は
、
上
段
・

下
段
そ
れ
ぞ
れ
に
横
に
進
む
、
巻
第
五
と
同
じ
書
式
で
あ
る
。
ま
た
、
中

尊
寺
本
の
巻
第
三
・
六
・
九
・
十
四
・
二
十
二
・
二
十
四
・
二
十
五
、
石

山
寺
本
巻
第
二
・
六
・
二
十
五
は
、
単
独
経
の
音
義
で
あ
る
た
め
巻
頭
目

録
が
無
い
。

（
凶
）
中
尊
寺
本
・
石
山
寺
本
・
大
治
本
の
目
録
書
写
者
も
、
「
横
書
き
」
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
打
）
七
寺
本
・
西
方
寺
本
は
、
残
念
な
こ
と
に
、
巻
第
一
巻
頭
が
欠
損
し
て
い

る。

（
は
）
高
麗
再
離
版
『
玄
臆
一
切
経
音
義
』
も
、
巻
第
十
・
十
一
・
十
二
・
十
七

・
十
八
・
十
九
・
二
十
・
二
十
一
・
二
十
三
の
九
巻
は
、
一
経
名
一
行
で

彫
ら
れ
て
い
る
。
複
数
経
律
論
の
音
義
で
あ
る
た
め
巻
頭
目
録
が
存
す
る

『
玄
慮
一
切
経
音
義
』
全
十
五
巻
中
、
高
麗
再
離
版
は
一
経
名
一
行
書
き

の
巻
の
方
が
多
い
。
こ
の
九
巻
の
巻
頭
目
録
を
一
行
一
経
名
と
す
る
こ
と

は
、
現
存
す
る
高
麗
初
離
版
（
巻
第
十
・
十
一
・
十
九
・
二
十
・
二
十
一

・
二
十
一
二
）
お
よ
び
金
版
（
巻
第
十
・
十
七
・
十
八
・
二
十
一
二
）
で
も
同

様
で
あ
る
。

な
お
、
石
山
寺
蔵
・
興
聖
寺
蔵
・
金
剛
寺
蔵
『
出
三
蔵
記
集
』
も
ま
た
、

七。

一
経
名
一
行
書
き
を
基
本
と
す
る
。
短
い
経
名
が
続
き
、

を
記
せ
る
場
合
で
も
、
一
経
名
で
改
行
し
て
い
る
。

（
ゆ
）
箕
浦
尚
美
「
金
剛
寺
蔵
玄
謄
撰
『
一
切
経
音
義
』
に
つ
い
て
」
（
『
金
剛
寺

一
切
経
の
総
合
的
研
究
と
金
剛
寺
聖
教
の
基
礎
的
研
究
』
研
究
成
果
報
告

書
第
一
分
冊
〈
二

O
O
七
年
三
月
〉
所
収
）
も
、
「
恐
ら
く
、
当
初
、
一

行
に
一
経
ず
つ
記
さ
れ
て
い
た
目
録
が
、
あ
る
時
、
前
半
上
段
、
後
半
下

段
の
形
に
組
ま
れ
、
更
に
そ
れ
が
、
上
下
上
下
の
順
の
目
録
だ
と
勘
違
い

さ
れ
て
写
さ
れ
た
結
果
、
巻
五
、
七
、
八
、
十
三
、
十
六
の
よ
う
な
順
序

の
錯
綜
し
た
目
録
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と
推
測
し
て

い
る
。

（
却
）
比
較
的
新
し
い
徐
時
儀
校
注
『
一
切
経
音
義
三
種
校
本
合
刊
』
（
二

0
0

八
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
で
も
、
日
本
古
写
本
が
紹
介
さ
れ
、
校
本
と

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
校
勘
記
に
は
ほ
と
ん
ど
挙
が
っ
て
い
な
い
。
な
お
、

こ
の
度
、
石
山
寺
本
巻
第
十
が
広
島
大
学
の
蔵
本
と
な
っ
た
。
ま
た
、
石

山
寺
本
は
、
巻
第
十
二
が
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
、
巻
第
一
・
巻
第
二
十
が

某
氏
蔵
で
あ
り
、
原
本
調
査
済
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
弘
文
荘
待
買
古
書

目
』
引
号
（
一
九
五
八
年
）
・
同
灯
号
（
一
九
七

O
年
）
に
は
、
現
在
所
在
不
明

の
石
山
寺
本
巻
第
十
三
・
二
十
四
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
行
に
二
経
名

付
記

原
本
あ
る
い
は
写
真
版
を
閲
覧
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
御
所
蔵
者
各
位

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
稿
は

二
O
一
三
年
十
二

な
お

月
二
十
二
日
に
原
卓
司
氏
・
青
木
毅
氏
の
前
で
発
表
し
、

問
題
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

投
稿
後
、

査
読
委
員
の
御
指

ま
た
、

摘
に
よ
り
、

誤
り
や
不
明
な
点
を
訂
し
、

参
考
文
献
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
皆
様
に
、
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

［
さ
さ
き

い
さ
む
、
広
島
大
学
大
学
院
教
授
］

（
平
成
二
十
六
年
二
月
十
日
受
理
）


